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富 士 登 山 を な き る 方 へ ″
卓の富 十 口1は、誰 で も楽 に登 れ ます 。天候 に さか らい、体 力 的 に無理 を しな い こ とが必要 です 。

口士登 山、下 山に注意 す るこ とです 。 1 1登 山時の 注意  ● 必 ず登 山道 を利 用 し、短 時 間 しば しば休

どの が よい。 ●団体 登 山の 場合 は 自由行 動 は禁物 。常 に リー ダーの 指導 を うけ るこ と。●病気 、ケ ガ

などの と きは最寄 りの者 が応 急手 当 をす る と と もに 山小 屋 に収 容 し医 師 に連 絡 す る こ と ( 7合 目

珍療 所 開設 中 )● 夜 の登 山は足下 をR Rら し岩 場 では 1歩 1歩 よ くゃヽみ しめ て登 るこ と. a下 山時の

生恵  ● 八含 目山小屋 (富士 山ホ テル )か ら5 0 m下 りて右側 へ河 日湖 、雪 士吉 日 、宮 士 スパ ル ライ ン五

合目(バス駐 車 場 )への下 山道 とな る。 ●霧 の 深 い と きには道 に迷 いや す いか ら分 れ道 では注意 す る

こと。1 3月限装 、食相 につ い て  ● 習 士 山の天候 は夏 といえ ど も朝 夕冷気 を感 じ、 又急変 し易 いの で

方寒 の為 ア ノ ラ ックが望 ま しい。長袖 シ ャツ、手袋 、手拭 、雨 具 (軽 い もの )、懐 中電 燈 、水 筒 、ズ ックか

午ャラバ ンシ ュー ズな どが良 い。 ●金岡〕杖 (登 山杖 )を持 つ と登 山に楽 で あ る。 ●食 糧 は一食 か二食

所で よい。他 にか ん詰類 、チ ー ズ、食 バ ン、ゆ で卵 、糖 類 、重 くな らない様 に持参 す る こ と。 ● リー ダー

よ若千 の薬 品 を持参 す る こ とぃ

●富士山の天気は笠雲で予想

富士登山行程 ユ幽
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●大阪・名古屋方面から(東名高速道路 中央高速自動車道で)●観光バスで富士登山(バスで五合目まで)― 登山鞠
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新 五 合 目(太郎 坊上 )下 市払
~須 走 町 (富士 浅間神社裏 まで )ダ晏 御 殿 場 駅 方面 へ (東名高速 御殿場Cへ)―
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A吉 国の火祭 り(3月 26日夜)

この祭 りは、昔か ら度重なる噴火が吉田日に吹 き出されたため、

里人がお山が荒れぬようにと祈願 したものこまた、富士の祭神 ・

木花咲耶姫命が猛火の中で安産 されたことか ら安産の神、鎮火

の神 とされ、この祭 りが行なわれ、今夏の富士登山の安全を感

1 訪|して夜空を彩るフィナ
ーレであ千.___

●宮士登山夏山開さ(7月 1日 ) ●夏山開 さ前夜祭(6月 30日夜)

安全祈願のかが り火が天

空を彩る.7月 1日 ご来

光とともに、富士登山みこ

しが山頂めざして登山し、

いよいよ本格的な富士登

●7月 1日 は富士山の夏山開き●6月 30日は夏山開き前夜禁で富士登山の 山
が一斉に開始 される。



絶旨士 内 代は峰 州じよい式ヽるせぬ ～ があ

く食事 ・休憩〉
Lunch&Rest
●休憩(一般)……………1,500名

●食事(団体)… …… … 1,300名

●国際観光レストラン… 300名
●和風れすとらん……… 3tlll名

●駐車場 観光バス…100台(無料)

乗用草……500台(無料)

く宿泊 ・仮撮〉

Stay price&Nap price

●宿泊………150名様(別館250名 様)

●宿泊料(1泊2食 )5,000円 ～7,000円

●素泊力半‐……… 4,000円 ～5,000円

●仮帳と朝食……3,500円 ～4,000円

ごあんない
・力に流hス タイル丸大造り3階建●エレベ

ーター付大展望台●宮士山名産品コーナー

●国際観光レストラン●和風れすとらん

。大展望食堂●宙士山資料展示●研修ルーム

●休憩大ホール

(督士登山者・修学旅行・団体)


